
さっぽろ第２支部　支部だより

発行／公益社団法人北海道看護協会　札幌第2支部　令和６年３月

あじさい
第 37 号

浪岡まさみ 支部長あいさつ

　ご挨拶に先立ちまして、この度の
令和６年能登半島地震により、未だ
避難生活を強いられておられる皆様
に心よりお見舞い申し上げます。皆
様の安全と被災地の一日も早い復
興をお祈り申し上げます。
　会員の皆様におかれましては、ま
すますご活躍のことと思います。日
頃より支部活動にご支援、ご協力い
ただき深く感謝申し上げます。まず
は、２月17日㈯に支部大会並びに三
職能合同交流会が滞りなく行われた
ことをここにご報告いたします。ご
出席された会員の皆様、議決権行使
によって選挙に参加された方々、役
員・委員の皆様、お疲れ様でござい
ました。
　さて、2023年度は５月から新型コ
ロナウイルスの扱いが５類相当に変
わり、感染対策を行いながら少しず
つ制限を緩めての研修会企画を進
めてまいりました。特に広報出版委
員会による「看護の日」のイベントで
は、４年ぶりに健康相談を開催し、
様々な年代の約80人の方に来場して
いただきました。来場された方々か

らは、酸素飽和度の値に「正常値は
どのくらいなの？」といった質問や、
「血圧を毎日測っているけど少し高
いですね。」といったお話を伺うこ
とができました。
　また、災害研修では「今こそ知り
たい！災害専門看護師の活動～命と
暮らしを守るために～」をテーマに
福井赤十字病院の朝田和江先生を
講師に迎え、Webにてご講義いた
だきました。このように参集での研
修会を進めることができた一方で、
Webのノウハウを活かした研修運営
が可能になったことは、遠方の先生
への依頼の幅が広がり、多様なテー
マで研修会を行うことが可能になっ
たといえると思います。
　今年度の支部活動は、広報出版
委員会による「看護の日」健康相談
会からはじまります。昨年に引き続
き、地域の方々と直接触れ合うこと
ができる機会にしていきたいと思い
ます。また、４支部合同で行われる
会員懇談会は、今年第２支部が企
画・運営を担当します。看護の動向
をはじめ、講演会や意見交換会等会

員の皆様方にとってニーズに沿った
内容になるように企画していきたい
と思います。ぜひ多くの会員の方々
にご参加いただければと思います。
　他にも様々な研修会を企画してお
りますが、予定や終了後の報告は札
幌第２支部広報誌の「あじさい」に
掲載しています。「あじさい」は北海
道看護協会ホームページの支部の
ページに掲載されておりますので、
こちらもぜひご覧ください。
　今年度も札幌第２支部の活動に
ご理解、ご支援のほどよろしくお願
いいたします。
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小澄悦子 副支部長あいさつ

　今年度より副支部長を務めること
となりました、小澄悦子と申します。
昨年、新型コロナウイルス感染症が
５類に分類されましたが、インフルエ
ンザとともに流行が続いており、看護
現場の煩雑さは解消していません。
さらに、近年危機的状況にあるとさ
れる地球温暖化による異常気象、頻
発する地震災害は、ひとびとの穏や
かな日常を脅かし続けています。こ
のような時代だからこそ、私たち看護
職はいざというとき地域のひとびと
のいのちと暮らしを守るために、平時
から連携し地域づくりに貢献する役
割があると考えています。６年前に経

験した北海道胆振東部地震では、当
時赴任していた地域で発災後に開か
れた連携会議の中で、病院は違って
も看護職同士の横のつながりでもっ
と支え合う事が出来たのではという
思いを共有しました。その後訪れた
コロナ禍では、同地域で大規模クラ
スターが発生した病院に看護協会の
呼びかけで支援を送り、微力ながら
地域医療を守ることに貢献できたと
感じました。今後は、支部活動を通じ
て連携を推進できるよう、支部長は
じめ会員の皆様のお力をお借りしな
がら努めてまいりたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

叶野るみ子 副支部長あいさつ

　副支部長として１期２年目を迎え
ることとなりました。2023年は新
型コロナウイルス感染症が５類とな
り、人の流れ(生活・活動)は以前の
状態に近づいてきました。私たち医
療職も恐る恐る行動拡大をしている
ところと思いますが、疑似症状や新
型コロナウイルス感染、インフルエン
ザなどで休む職員は一定数おり、現
場の苦労は続いていることと思いま
す。
　支部の活動は、オンライン、ハイ
ブリット、集合を企画に合わせ選択

し、実施してまいりました。2024年
度はオンラインを有効に活用しつ
つ、「顔の見える関係づくり」のため
にも、対面での実施を増やしていけ
ればと考えています。
　2040年に向けて、保健・医療・福
祉を支える看護職には大きな期待
が寄せられています。道民のニーズ
に応える看護が提供できるよう、皆
様のご協力をいただきながら、微力
ではありますが支部の運営に尽力し
てまいります。2024年度もどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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新規採用者指導者研修

医療安全交流会

令和5年11月25日㈯

令和5年11月18日㈯

　新人・中途採用看護師に対して、
楽しく看護をするための指導に関す
る研修を（前）琴似看護専門学校の
出町佳菜美先生を講師にお招きし、
Web開催で行いました。様々な機能
の異なる病院より指導の役割を担う
方を対象に、36名が参加しました。
　講義では、指導者としての役割や
関わりの中で大切なことを講師の
経験を交えた説明がありました。Z
世代と言われる新人看護師の特性
や成人学習を踏まえた上での教育
的指導の具体的な方法に関して、学

びを深めることができました。
　新人・中途採用看護師など学ん
できた環境や経験した領域などは
様々ですが、心理的安全性を保ちな
がら、相手を承認し指導に関わるこ
とがお互いの成長に繋がると理解す
ることができました。
　講師の先生方をはじめ、皆様のご
協力のもと研修を終えられたことに
感謝し、次年度に向けた運営にも力
を入れていきたいと思います。

� 第二支部　教育委員会

　看護師職能委員会では医療安
全交流会をZOOMで行いました。
昨年度急変対応に関する内容が好
評だったことから、再び札幌医科
大学附属病院　高度救命救急セン
ター　急性・重症患者看護専門看
護師　村中沙織先生を講師にお招
きしました。「急変時にあわてない
～チームコミュニケーションと緊急
ACP～」と題し、急変後の対応とし
て緊急時のコミュニケーションスキ
ルをご指導いただきました。医療者
と患者様、ご家族様との齟齬を最小

限にするのは、医療安全上重要な事
です。しかし、突然の事態に冷静な
対応が取れるようになるには、一朝
一夕でできることではありません。
患者様に重大なことが起こり悪い知
らせを伝える際は、認識の相違や齟
齬をできるだけ少なくすることが重
要です。ご家族に寄り添えるコミュ
ニケーションスキル、緊急時の緊迫
した状況の中、医療者間で情報を正
しく伝達するスキルを学びました。
即実践に活かせることができる、と
ても実りある交流会となりました。
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２月に支部大会を終え、新役員・新委員でスタートしました。今年度も「札幌第２支部だより　あじさい」で、研修会のお知らせ
や報告など会員の皆様へ役に立つ情報をお届けできるよう、広報出版委員一同で取り組んで参ります。能登半島地震の発生を
受け、自施設の災害対策の見直しや修正、自宅の備蓄を確認した方も多いのではないでしょうか。昨年開催された災害研修で
の学びを生かし、看護師としての役割を考え、行動していきたいと思います。� 広報出版委員　M.I

編集後記

施設間交流研修のご報告

　施設間交流研修は、地域内連携
を促進しネットワークの充実を図る
ことを目的として開催しています。
2023年度は６施設に受入れていた
だきました。北海道脳神経外科記
念病院【救命処置】、北海道医療セ

ンター【褥瘡予防】、札幌医科大学
附属病院【褥瘡予防】、訪問看護ス
テーションいづみ【在宅看護、褥瘡
予防】、札幌手稲訪問看護ステー
ション【在宅看護】、はまなす訪問
看護ステーション【在宅看護】の皆

様、ご協力ありがとうございました。
今年度は、訪問看護ステーションの
受入れが半数を占め、施設間交流研
修本来の目的である地域連携の促
進、ネットワークづくりに貢献できた
と評価しております。
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